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報道関係各位　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社JPF 

６月よりスタート！名古屋市内の小学校全15校を巡る​
「アスリート発掘を目的としたBMX学校訪問」が本格始動 ​

～日本代表プロライダーが子どもたちへ​
“夢に挑戦する喜び”とアーバンスポーツの魅力を発信～ 

株式会社JPF（本社：東京都千代田区、代表取締役：渡辺俊太郎、以下「JPF」）が運営・管理す
る名古屋競輪場BMXレースコース「NAGOYA KEIRIN BMX」（愛知県名古屋市）は、名古屋市が
実施する学校訪問事業に協力し、2026年6月29日（月）より市内15校を巡る出張授業をスタート
しました。​
本プロジェクトの第1弾として、6月に昭和区の伊勝小学校および吹上小学校を訪問しました。
BMXレーシング日本代表の中林凌大選手と野村凪沙選手を講師に迎え、「キャリア授業」と「
BMX体験」の2部構成で特別授業を実施しました。​

​
NAGOYA KEIRIN BMX学校訪問の様子 

【プロジェクト参画の背景と目的】​
名古屋市は、アーバンスポーツの振興と将来のアスリート発掘を目指し、学校訪問事業を実施し

ています。JPFおよびNAGOYA KEIRIN BMXは、単なるスポーツ施設の運営にとどまらず、BMX
という「競技」、世界で活躍する「アスリート」、そして「施設」という私たちが持つ資源を地域社会

へ還元したいという思いから本事業に協力しています。トップアスリートとの交流やBMX体験を通
じて、子どもたちの視野を広げ、夢に向かって挑戦するきっかけを提供いたします。  
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【特別授業の主な内容】​
 ■ 第1部：キャリア授業「夢に向かって挑戦することの苦労と喜び」 ​
世界を舞台に活躍する中林選手と野村選手が、これまでの競技生活で直面した大きな挫折と、

それをどのように乗り越えてきたのかについて、自身の体験を交えて語りました。壁にぶつかっ

た時の悔しさや、そこから再び立ち上がるための原動力など、トップアスリートのリアルな言葉

に、子どもたちも真剣なまなざしで耳を傾けていました。また、クイズを交えながら進行したトーク

セッションでは、子どもたちが元気よく手を挙げて発言するなど双方向のコミュニケーションが生

まれ、終始活気に満ちた「夢に挑戦する喜び」を共有する時間となりました。 ​

​
 キャリア授業の様子 

■ 第2部：BMX体験とプロのデモンストレーション​
デモンストレーションでは、中林選手がパンプトラックを利用したジャンプなどの迫力あるパフォー

マンスを実施し、大きな歓声が上がりました。その後の試乗体験では、児童たちが実際に競技用

自転車（BMX）に挑戦し、パンプトラックを走行しました。初めてのBMXに戸惑いながらも、風を切
るスピードを体感し、少しずつ乗りこなしていく姿が見受けられました。体験した児童からは「楽し

かった」「またやりたい」との声が多く上がりました。 ​

​
 BMX体験授業の様子 
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【講師プロフィール】​
 ■ 中林 凌大（Ryota Nakabayashi） ​
《出身地》埼玉県《年齢》23歳《経歴》BMXレーシング日本代表《実績》2025年アジアBMXレーシ
ング選手権U23クラス優勝（アジアチャンピオン） 

■ 野村 凪沙（Nagisa Nomura）​
《出身地》大阪府《年齢》23歳《経歴》BMXレーシング日本代表《実績》2024年アジアBMXレーシ
ング選手権U23クラス2位 

【今後の展開】​
 NAGOYA KEIRIN BMXは、今後も、本事業の対象となる名古屋市内の小学校を順次訪問する
予定です。 施設・競技・選手の力を結集し、多くの子どもたちにアーバンスポーツの楽しさを伝え
るとともに、地域の教育活動や子どもたちの健やかな成長を支援する環境づくりに貢献してまい

ります。  

 

【NAGOYA KEIRIN BMXについて】​
名古屋競輪組合とJPFが共同で整備し、JPFが運営・管理する国際基準の常設型BMXレース
コースです。全長330m、高さ5mのスタートヒル、156席の常設スタンド、クラブハウスなどを備
え、2025年8月31日に一般利用を開始しました。競技者の練習に加え、初心者向けプログラムや
地域イベントを通じ、幅広い世代がBMXに親しめる拠点を目指しています。 

 

【株式会社JPFについて】​
1950年、競輪やボートレースなどの公営競技におけるゴール着順判定用スリットカメラを発明。
以来、多くの公営競技場において判定業務を支えてきました。2010年からは公営競技場のトータ
ルマネジメント事業を開始し、全国各地で運営支援を展開しています。「人の成長機会を提供で

きる企業であり続けること」を理念に、地域活性化やサイクルスポーツ振興など、多様な取り組み

を推進しています。 

 

【メディアキット】​
キット内の素材は本プレスリリースを掲載していただく場合のみ使用可能です。 ​
https://drive.google.com/drive/folders/1m6dczgAhdhNJ_iRapZFcJ8GstOHCMwyq​

 

【お問い合わせ先】 ​
株式会社JPF NAGOYA KEIRIN BMX​
E-mail：nagoyakeirinbmx@jpf.co.jp 
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